
広報によど川 10月号 《12》《13》 広報によど川 10月号

ご
寄
付
の
お
礼

◇
広
報
寄
付
金

　
岡
本
　
庫
美
様
（
高
知
市
）

　
山
中
　
正
道
様
（
日
高
村
）

　
西
森
　
良
忠
様
（
東
久
留
米
市
）

　
片
岡
　
光
続
様
（
佐
川
町
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
広
報
発
行
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
岡
冨
士
子
様
（
正
ノ
石
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

子どもの読書活動支援員便り子どもの読書活動支援員便り
教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

９月４日　今年２回目の地推協

の会が開かれました。別府小学

校が主催した「子育て講演会」

に地推協も参加させていただき

ました。福岡県在住で同県の社

会教育委員などを務める内田美

智子さんを講師にお迎えし『い

のちをいただいてつなぐこと』

と題しさまざまな“命”の大切さを考える講話

を聞かせていただきました。子を産む母親の思

いや、生命誕生の素晴らしさ、他の命をいただ

いて生きていること等を考える内容を、小学校

１年生にも分かりやすく説明してくれました。

　その後、地推協の委員で講演についての感想

を話し合い、委員からは「内容も素晴らしかっ

たが、別府小学校の児童の聞く

態度もとても良かった」などと

多くの感想が述べられていまし

た。

　次に各学校の「開かれた学校

づくり」の会長からの取り組み

内容の報告や、今年度で閉校と

なる仁淀高校の行事などへの支

援についての協議を行いました。

　地推協は各学校の行事や、学校と地域との関

わりについての情報交換の場となっています。

今後も互いに手を携えながら、学校と家庭、地

域が子どもの健全育成に努めます。

「子どもの健全育成」に向け手を携えて
☆お知らせ
①国民的行事として定着しました！

　秋の読書週間

　10月27日（水）～11月９日（火）

　今回の標語は

 「気がつけば、もう降りる駅」です。

②高知県立図書館　巡回展示

　「KARADA　知って安心」コーナー

　10月12日（火）～12月３日（金）

　中央公民館　２階ロビー

　日ごろの健康維持のために、またお医者さんの

話をより良く理解するために、人体・病気・検査に

関する本が集められています。

　図書83冊を「大きなイラストや写真でからだを

見る」「からだの名前やしくみを学ぶ」「からだを

“読む”」「これって病気？病気のメカニズム」「検

査の目的や結果の見方を知る」の５つに分けて紹

介します。

③大崎バス待合所に図書コーナーを設置し

　ました。

　ぜひご利用ください。

☆読書活動支援内容の紹介〈その２〉

　仁淀川町には公共の図書館が無いことなどか

ら、色々なリクエストに応えられない場合があり

ます。

　そのため、県立図書館の「巡回展示」サービスを

利用しての展示や貸し出しや、「移動図書館（巡回

バス）」による貸し出し、宅配で本を取り寄せ返却

するサービスも行っています。

　最近では人材派遣制度「地域支援サービス」（ボ

ランティア）を活用するなどして、中央公民館の図

書室を利用しやすいように環境整備を行いました。

　これからも、県立図書館や他市町村の図書関係

者と連携することで、図書サービス内容の向上を

目指していきます。

☆仁淀川町の中学生がすすめる１冊

　第３回目のおすすめ図書はこちらの２冊です。

①『ＩＱ探偵ムー』シリーズ

　深沢美潮著　ジャイブ

・仁淀中学校　１年　掛水理沙さん

おすすめの理由：ある日とつぜん現れたなぞの少

女夢羽が、いろんななぞを解明していくところが面

白い。謎ときストーリーでとっても面白いです。

②『天元突破グレンガラン』シリーズ

　森小太郎・GAINAX著　小学館

・吾川中学校　２年　橋村早紀さん

おすすめの理由：地下に住んでいる人が勇気をだ

して地上に出ていきます。そして最後は月（宇宙

の人）と戦います。主人公と仲間の絆がいいです。

　町では、学校・地域・家庭が一体となって、子どもを見守り育てていこうという

趣旨の下、地域教育推進協議会(以下「地推協」)が組織されています。

講師の内田美智子さん

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
付
に
は
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
お
送
り
す
る
納
付
案
内
書
等
に
よ

り
、
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
口
座
振
替
に

し
て
お
く
と
、
毎
月
、
納
め
に
行
く
時
間

と
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利
で
安
心
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
の
な
か
に
は
割
引
の

あ
る
お
得
な
振
替
方
法
（
早
割
・
一
年
前

納
・
半
年
前
納
）
も
あ
り
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振
替
申
出

書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機

関
の
届
出
印
）
し
て
お
近
く
の
年
金
事
務

所
に
お
申
し
込
み
さ
れ
る
か
、
ご
郵
送
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
金
融
機
関
窓
口
に
ご
提

出
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が

あ
る
方
へ

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）
・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き

よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取

り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
三
年
目
以
降
に
追
納
さ
れ

る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
追
納
の
お
申
し
込
み
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

国

民

年

金

だ

よ

り

①

②



広報によど川 10月号 《14》《15》 広報によど川 10月号

「
平
成
２３
年
仁
淀
川
町

成
人
式
」の
ご
案
内

高
吾
北
広
域
町
村

事
務
組
合
職
員
募
集

全
国
一
斉「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

古
い
電
話
帳
を

回
収
し
ま
す

高
知
短
期
大
学

社
会
人
学
生
募
集

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ

ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
左
記
の
通
り
「
仁
淀
川
町

成
人
式
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時
　
平
成
23
年
１
月
２
日
（
日
）

　
13
時
か
ら
15
時

受
付
　
12
時
か
ら

会
場仁

淀
多
目
的
研
修
集
会
施
設

３
階
（
仁
淀
総
合
支
所
隣
）

対
象
者

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

　
住
民
票
が
仁
淀
川
町
内
に
あ

る
方
、
町
内
の
小
中
学
校
卒
業

者
に
は
、
直
接
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
成
人
式
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
末

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

　
☎
３
５
・
０
０
１
９

　
池
川
教
育
事
務
所

　
☎
３
４
・
２
４
８
０

　
仁
淀
教
育
事
務
所

　
☎
３
２
・
１
０
４
１

職
種
・
募
集
人
員

　
介
護
職
　
４
名
程
度

　
消
防
職
　
若
干
名

待
遇
　
組
合
条
例
に
よ
る

受
験
資
格

左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方

②
応
募
時
に
関
係
町
（
佐
川

町
、
越
知
町
、
仁
淀
川
町
）
に

住
民
登
録
し
て
い
る
方
ま
た
は

採
用
後
に
住
民
登
録
す
る
方

③
介
護
職

昭
和
50
年
４
月
２
日
〜
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

　
消
防
職

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

受
付
期
間

　
平
成
22
年
10
月
８
日

　
〜
10
月
20
日

そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
組
合
事
務
局
ま

た
は
役
場
で
試
験
実
施
要
領
と

受
験
願
書
を
受
け
取
り
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
７
８
１

－

１
３
０
１

高
知
県
高
岡
郡
越
知
町
越
知

甲
2
1
2
9
番
地
7

　
高
吾
北
広
域
町
村
事
務
組
合

（
サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
道
路
向

か
い
）

　
☎
０
８
８
９
・
２
６
・
２
１
２
１

〜
地
球
に
や
さ
し
い
電
話
帳

を
つ
く
る
た
め
に
ご
協
力
を
〜

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地

球
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

す
る
際
に
古
い
電
話
帳
を
回
収

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
新

し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と
す
る

「
電
話
帳
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
11
月
の
上
旬
か
ら
順
次
新
し

い
電
話
帳
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
そ
の
際
配
達
員
に
今
ま
で

お
使
い
に
な
っ
た
古
い
電
話
帳

を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
電
話
帳
を
お

届
け
し
た
際
に
ご
不
在
の
場
合

は
、
後
日
改
め
て
回
収
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す

が
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
で
は
電
話
帳
に
関
す
る
各

種
ご
要
望
（
お
届
け
先
や
配
達

冊
数
の
変
更
な
ど
）
も
承
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
・
５
０
６
・
３
０
９

　
平
日
９
時
〜
17
時
受
付

（
土
日
祝
日
・
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
休
み
）

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・〜
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す
〜

　
11
月
12
日
（
金
）
か
ら
25
日

（
木
）
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
る
運
動
」
の
実
施

期
間
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
、
親
密

な
関
係
に
あ
る
配
偶
者
や
恋
人

に
対
す
る
体
や
心
へ
の
暴
力
の

こ
と
で
す
。

　
身
体
的
な
暴
力
や
言
葉
で
の

暴
力
の
ほ
か
に
も
、
生
活
費
を

渡
さ
な
い
、
社
会
と
の
接
触
を

さ
せ
な
い
、
望
ま
な
い
性
交
を

強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力
し
な

い
こ
と
な
ど
も
、
Ｄ
Ｖ
の
一
つ

で
す
。

　
あ
な
た
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い

る
な
ら
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え

込
ま
ず
、
暴
力
の
実
態
を
相
談

機
関
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
電
話

　
☎
０
８
８
・
８
３
３
・
０
７
８
３

　
平
日
９
時
〜
22
時

　
土
・
日
・
祝
日
９
時
〜
20
時

（
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
）

　　
警
察
で
は
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相

談
を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
の
あ
る
方
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
本
部

の
総
合
相
談
係
ま
で
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
警
察
本
部
総
合
相
談
係

　
☎
０
８
８
・
８
２
３
・
９
１
１
０

　
ま
た
は
＃
９
１
１
０

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

女
性
の
人
権
問
題
解
消
に
向

け
、
次
の
と
お
り
電
話
相
談
の

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
土
・
日
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
日
は
時
間
を
延
長
し
て

受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

11
月
15
日
（
月
）
か
ら

11
月
21
日
（
日
）
ま
で
の

７
日
間

受
付
時
間

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

※
た
だ
し
土
・
日
は
10
時
か
ら

17
時
ま
で

相
談
先
・
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

※
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

接
続
で
き
ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離

婚
問
題
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と

な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

そ
の
他

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す

  

問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局

　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
５
０
３

　
県
立
の
高
知
短
期
大
学
で

は
、
次
の
要
領
で
社
会
人
の
学

生
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
法
律
、
経
済
、
政
治
な
ど
現

代
社
会
の
仕
組
み
を
学
び
、
新

た
な
社
会
を
切
り
拓
く
力
を
養

う
「
社
会
科
学
科
」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
も
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
が
通
う
高
知
短
期
大
学

に
あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
。

社
会
人
前
期
入
試

募
集
内
容

社
会
科
学
科
（
２
年
制
・
夜

間
）

受
験
資
格

　
高
卒
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
と

認
め
ら
れ
た
方
で
、
平
成
23
年

４
月
１
日
現
在
で
満
22
歳
以
上

の
方

選
考
方
法

　
自
己
推
薦
書
な
ど
の
書
類
と

面
接
に
よ
っ
て
選
考
し
ま
す

入
試
説
明
会

　
11
月
４
日
（
木
）
18
時
〜

　
高
知
短
期
大
学
２
階
会
議
室

出
願
期
間

　
11
月
18
日
（
木
）
〜

　
11
月
26
日
（
金
）

試
験
日
（
面
接
）

　
12
月
５
日
（
日
）
13
時
〜

　
キ
ャ
ン
パ
ス
は
高
知
城
近
く

に
あ
り
、
授
業
は
18
時
か
ら
21

時
過
ぎ
ま
で
。
仕
事
な
ど
で
毎

日
は
通
え
な
い
と
い
う
人
の
た

め
に
「
長
期
履
修
学
生
制
度
」

も
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
高
知
短
期
大
学
学
生
課

　
☎
０
８
８
・
８
７
３
・
２
１
５
９

　
（
14
時
〜
19
時
受
付
）

「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
る
運
動
」

に
つ
い
て

http://w
w
w
.kochi-w

u.ac.jp/kjc/



広報によど川 10月号 《14》《15》 広報によど川 10月号

「
平
成
２３
年
仁
淀
川
町

成
人
式
」の
ご
案
内

高
吾
北
広
域
町
村

事
務
組
合
職
員
募
集

全
国
一
斉「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

古
い
電
話
帳
を

回
収
し
ま
す

高
知
短
期
大
学

社
会
人
学
生
募
集

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ

ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
左
記
の
通
り
「
仁
淀
川
町

成
人
式
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時
　
平
成
23
年
１
月
２
日
（
日
）

　
13
時
か
ら
15
時

受
付
　
12
時
か
ら

会
場仁

淀
多
目
的
研
修
集
会
施
設

３
階
（
仁
淀
総
合
支
所
隣
）

対
象
者

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

　
住
民
票
が
仁
淀
川
町
内
に
あ

る
方
、
町
内
の
小
中
学
校
卒
業

者
に
は
、
直
接
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
成
人
式
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
末

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
教
育
委
員
会

　
☎
３
５
・
０
０
１
９

　
池
川
教
育
事
務
所

　
☎
３
４
・
２
４
８
０

　
仁
淀
教
育
事
務
所

　
☎
３
２
・
１
０
４
１

職
種
・
募
集
人
員

　
介
護
職
　
４
名
程
度

　
消
防
職
　
若
干
名

待
遇
　
組
合
条
例
に
よ
る

受
験
資
格

左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

①
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方

②
応
募
時
に
関
係
町
（
佐
川

町
、
越
知
町
、
仁
淀
川
町
）
に

住
民
登
録
し
て
い
る
方
ま
た
は

採
用
後
に
住
民
登
録
す
る
方

③
介
護
職

昭
和
50
年
４
月
２
日
〜
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

　
消
防
職

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

受
付
期
間

　
平
成
22
年
10
月
８
日

　
〜
10
月
20
日

そ
の
他

　
詳
し
く
は
、
組
合
事
務
局
ま

た
は
役
場
で
試
験
実
施
要
領
と

受
験
願
書
を
受
け
取
り
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
７
８
１

－

１
３
０
１

高
知
県
高
岡
郡
越
知
町
越
知

甲
2
1
2
9
番
地
7

　
高
吾
北
広
域
町
村
事
務
組
合

（
サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
道
路
向

か
い
）

　
☎
０
８
８
９
・
２
６
・
２
１
２
１

〜
地
球
に
や
さ
し
い
電
話
帳

を
つ
く
る
た
め
に
ご
協
力
を
〜

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地

球
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

す
る
際
に
古
い
電
話
帳
を
回
収

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
新

し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と
す
る

「
電
話
帳
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
11
月
の
上
旬
か
ら
順
次
新
し

い
電
話
帳
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
そ
の
際
配
達
員
に
今
ま
で

お
使
い
に
な
っ
た
古
い
電
話
帳

を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
電
話
帳
を
お

届
け
し
た
際
に
ご
不
在
の
場
合

は
、
後
日
改
め
て
回
収
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す

が
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
で
は
電
話
帳
に
関
す
る
各

種
ご
要
望
（
お
届
け
先
や
配
達

冊
数
の
変
更
な
ど
）
も
承
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
・
５
０
６
・
３
０
９

　
平
日
９
時
〜
17
時
受
付

（
土
日
祝
日
・
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
休
み
）

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・〜
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す
〜

　
11
月
12
日
（
金
）
か
ら
25
日

（
木
）
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
る
運
動
」
の
実
施

期
間
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
、
親
密

な
関
係
に
あ
る
配
偶
者
や
恋
人

に
対
す
る
体
や
心
へ
の
暴
力
の

こ
と
で
す
。

　
身
体
的
な
暴
力
や
言
葉
で
の

暴
力
の
ほ
か
に
も
、
生
活
費
を

渡
さ
な
い
、
社
会
と
の
接
触
を

さ
せ
な
い
、
望
ま
な
い
性
交
を

強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力
し
な

い
こ
と
な
ど
も
、
Ｄ
Ｖ
の
一
つ

で
す
。

　
あ
な
た
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い

る
な
ら
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え

込
ま
ず
、
暴
力
の
実
態
を
相
談

機
関
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
電
話

　
☎
０
８
８
・
８
３
３
・
０
７
８
３

　
平
日
９
時
〜
22
時

　
土
・
日
・
祝
日
９
時
〜
20
時

（
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
）

　　
警
察
で
は
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相

談
を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
の
あ
る
方
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
本
部

の
総
合
相
談
係
ま
で
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
警
察
本
部
総
合
相
談
係

　
☎
０
８
８
・
８
２
３
・
９
１
１
０

　
ま
た
は
＃
９
１
１
０

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

女
性
の
人
権
問
題
解
消
に
向

け
、
次
の
と
お
り
電
話
相
談
の

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
土
・
日
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
日
は
時
間
を
延
長
し
て

受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

11
月
15
日
（
月
）
か
ら

11
月
21
日
（
日
）
ま
で
の

７
日
間

受
付
時
間

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

※
た
だ
し
土
・
日
は
10
時
か
ら

17
時
ま
で

相
談
先
・
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

※
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

接
続
で
き
ま
せ
ん
。

取
扱
内
容

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離

婚
問
題
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と

な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

そ
の
他

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す

  

問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局

　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
５
０
３

　
県
立
の
高
知
短
期
大
学
で

は
、
次
の
要
領
で
社
会
人
の
学

生
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
法
律
、
経
済
、
政
治
な
ど
現

代
社
会
の
仕
組
み
を
学
び
、
新

た
な
社
会
を
切
り
拓
く
力
を
養

う
「
社
会
科
学
科
」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
も
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
が
通
う
高
知
短
期
大
学

に
あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
。

社
会
人
前
期
入
試

募
集
内
容

社
会
科
学
科
（
２
年
制
・
夜

間
）

受
験
資
格

　
高
卒
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
と

認
め
ら
れ
た
方
で
、
平
成
23
年

４
月
１
日
現
在
で
満
22
歳
以
上

の
方

選
考
方
法

　
自
己
推
薦
書
な
ど
の
書
類
と

面
接
に
よ
っ
て
選
考
し
ま
す

入
試
説
明
会

　
11
月
４
日
（
木
）
18
時
〜

　
高
知
短
期
大
学
２
階
会
議
室

出
願
期
間

　
11
月
18
日
（
木
）
〜

　
11
月
26
日
（
金
）

試
験
日
（
面
接
）

　
12
月
５
日
（
日
）
13
時
〜

　
キ
ャ
ン
パ
ス
は
高
知
城
近
く

に
あ
り
、
授
業
は
18
時
か
ら
21

時
過
ぎ
ま
で
。
仕
事
な
ど
で
毎

日
は
通
え
な
い
と
い
う
人
の
た

め
に
「
長
期
履
修
学
生
制
度
」

も
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
高
知
短
期
大
学
学
生
課

　
☎
０
８
８
・
８
７
３
・
２
１
５
９

　
（
14
時
〜
19
時
受
付
）

「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
る
運
動
」

に
つ
い
て

http://w
w
w
.kochi-w

u.ac.jp/kjc/




